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道路付帯設備の要件が、運転者に

安全・快適な運転を可能とする環境

を提供することにあることは言うま

でもありません。道路照明も基本的

には、この要件に従っています。例

えば、基準として、明るさの量（平

均路面輝度）と一様性（輝度均斉度）

が示されています1）。道路照明の主

な目的は、夜間の視認性を向上させ

ることですから、当然上記の基準を

満たせば、視認性は良好であると判

断されてきました。視認の対象にな

るもの（視対象物）は先行車、障害物、

歩行者、情報提供装置などですが、

視認性を数値的に評価することは大

変難しく、いまだに確立されていな

いのが現状です。そこで、ここでは

研究の積み重ねによって、少しずつ

確立されつつある視認性の評価方法

の一例として、可視度（Visibi l i ty

Level）について簡単に説明していき

ます。

照明学会の報告書1）によると、可

視度とは、「道路照明環境下におい

て、ある条件の視対象物が路上に存

在し、運転者からその視対象物を視

認できるか否かを判断する評価方

法」と定義しています。

従来は、視認性を評価

する場合、実際に照明施

設に赴いて現場で確認す

るしか方法がありません

でした。しかしこれでは

お金と時間ばかりがかか

ってしまいます。そこで

コンピュータによって、

視対象物の見え方をシミ

ュレーションできれば大

変便利です。その試みと

しての評価方法が道路照

明の可視度です。それで

は、具体的にどのように計算すれば

いいのでしょうか？　その考え方が

最近、前述の照明学会の報告書にお

いて提案されています2）。以下の計

算方法はその報告書に従って示して

いきます。

可視度は、基本的には視対象物の

輝度と背景の輝度の差で評価しま

す。図－１に示すように視対象物の

輝度が同じであっても、背景との輝

度の差が大きいほどよく視認でき

（上図）、小さいと視認し難くなりま

す（下図）。この視対象物と背景の輝

度差が、運転者が視認できる最小の

輝度差（輝度差弁別閾）を上回れば、

その視対象物を視認できると評価さ

れます。計算式を式（1）に示します。

VL＝ΔL／ΔLmin・・・・・（1）

VL ：可視度

ΔL：輝度差

ΔL＝｜Lb－L0｜

Lb：背景輝度〔cd/m2〕

L0：視対象物の輝度〔cd/m2〕

ΔLmin：輝度差弁別閾〔cd/m2〕

（1）視対象物と背景輝度

視対象物とその背景の条件を図－

２に示します。視対象物の大きさは

20（cm）角の正方形でその反射率は

20（％）とし、この視対象物と運転

者との距離は100（m）とします。

また背景の輝度は視対象物と運転

者との位置関係から７（m）後方の部

分輝度になります。
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図－１　視対象物と背景
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（２）輝度差弁別閾

輝度差弁別閾とは、その視対象物

が視認できる背景との輝度差の最小

値です。この輝度差弁別閾の研究は

古くから行われており、Blackwell3）

や成定・吉村4）の研究結果が広く知

られています。ここでは頁の都合上、

省略しますが、詳しく知りたい方は

前述の照明学会の報告書をご覧下さ

い。なお同報告書では成定・吉村の

結果を基にし、視認確率は交通安全

を考慮して75（％）としています。

可視度計算式（１）によって得られ

た結果から、その値が１以上であれ

ば視認できると評価されます。正確

に言えば「運転者が100（m）先の路

面に存在する、反射率が20（％）で

大きさ20（cm）角の視対象物を75

（％）の確率で認識できる」というこ

とになります。

また、可視度計算が適用できるの

は、路面輝度が比較的均一な明るさ

となる一般的なポール照明方式での

連続照明の場合です。

可視度計算の例を紹介します。道

路照明施設設置基準に沿った一般的

な連続照明での配置です。計算条件

を表－１に示します。

図－３は可視度を逐点的に計算

し、その分布を示したものです。図

中の紫色の部分が１以下となり、反

射率20（%）の視対象物が視認でき

ない場合があるということになりま

す。ただし、大きさや反射率が異な

る視対象物の場合は、この限りでは

ありません。

可視度を計算することによって、

ある条件の視対象物がどの部分で視

認しやすく、どの部分で見え方が悪

くなるのか、わかりやすくなります。

道路照明の視認性評価として可視

度を紹介しました。可視度は古くか

ら研究されていますが、いまだに研

究レベルに留まっています。非常に

困難な問題が山積みなのが現状で

す。ですからここでの内容は、既存

の道路照明施設に対して、問題を提

起するものではありません。

今後、可視度を照明設計指針とし

て、実用レベルにするためには、各

機関による更なる研究と検証が必要

で、現在も検討されている最中です。

次号ではトンネル照明の視認性に

ついて説明します。
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図－２　視対象物と運転者
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表－１　電気エネルギー蓄電方式
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